
新潟大学 ミ ャ ン マ ー 拠点 (J -GRID) と 振興再興感染症 273 
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近年の高病原性鳥 イ ン フ ル エ ン ザの流行 に つ い て
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要 旨
2016 - 1 7 年冬 に 国 内 で発生 し た 高病原性鳥 イ ン フ ルエ ン ザ を 中 心 に ， 近年の ヨ ー ロ ッ パや ア ジ ア での 高病原

性鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス の家禽 に お け る 動向 に つ い て解説す る ．

キ ー ワ ー ド ： HPAI, 高病原性鳥 イ ン フルエ ン ザ， H5Nx, H7N9 

緒 言

高病原性鳥 イ ン フ ル エ ン ザ (HPAI) と は ． 家

畜伝染病予防法で規定 さ れ る 家禽が HPAI ウ イ ル

ス (H PAIV) に 感染 す る こ と に よ っ て 引 き 起 こ

さ れ る 疾病 で あ る ． 我 が 国 で は 2004 年 に 79 年

ぶ り の 発生 が起 こ っ て 以降 数年お き に HPAI が

発生 し て い る （表 1 ) . 2014 年 か ら 2007 年 3 月

ま で の 間 に 国 内 で は 50 件 の 家禽農家で H PA I が

発 生 して お り , 2011 年 ま で は H5Nl 亜 型 H PAIV,

2014 ~ 2015 年 は H5N8 亜型 HPAIV, 2016-2017 

年 は H5N6 亜型 H PA I V が原因 と な って い る ． こ れ

ら H5Nx 亜 型 H PA I V (Nx は , NA 亜 型 が 異 な っ

て い る こ と を 示 す ） は い ず れ も 1996 年 に 中 国

の ガ チ ョ ウ 農 場 で 発生 し た H P A I 起 因 ウ イ ル ス

(A / goose/Guandgong/1/96) に 由来す る 赤血球

凝集素 ク ン パ ク 質 (HA) 遺伝子 を 持 っ た ア ジ ア （ も

し く は ユ ー ラ シ ア ） 型 HS 亜型 HPAIV と 呼ばれ

て い る 見

2016- 17 年冬期 に お い て は H5N6 亜型 HPAIV

が 国 内 9 道県 1 2 農場で発生 を 引 き 起 こ し ， さ ら

に 22 都道府県 に わ た っ て 218 件の 野鳥検体か ら

同亜型の HPAIV が 分離 さ れた ま た ， こ の シ ー

ズ ン は こ れ ま で国 内 の HPAI 発生 が養鶏農場 に 限

ら れて い た の に 対 し て ， 初 め て フ ラ ン ス 鴨 （バ リ

ケ ン ） 農場での 2 件の発生が認め ら れた ． 我 々 の

研究室では， 家禽で の 発生由来 ウ イ ル ス を 中 心 と

し た 遺伝子解析 に よ っ て 当 該 シ ー ズ ン に 国 内 に侵

入 し た H5N6 亜型 HPAIV の HA 遺伝子 は ク レ ー

ド 2.3.4.4 に 属 し ， お 互 い の 相 同 性 が 99% 以上の

均ー な集団で あ っ た こ と を 明 ら か に し た ． 一方で，
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表 l 国 内 に お け る ユ ー ラ シ ア 型 H5 亜型高病原性鳥 イ ン フ ル エ ン ザの 発生

初発発生 日 最終発生 日 亜型

2004/ 1 / 1 2  2004/3/ 1 H5N l  

2007/ 1 / 1 3  2007/2/1 H5N l  

2008/04/2 1 2008/05/05 H5N l 

20 1 0/ 1 1 /29 20 1 1 /3/1 6 H5N l 

201 4/4/ 1 3 H5N8 

20 1 4/ 1 2/1 6 

20 1 6/1 1 /3 1  

20 1 5/ 1 / 1 8 H5N8 

20 1 7/3/24 H5N6 

、-'..,East Asia-Australasian 、一
-.. 

�_,West Asia-East Africa 
’ -.. ヽ一元ast Atlantic 

HA ク レ ー ド 発生数 死亡家禽及び淘汰羽数

25 4 269,000 

2.2 4 1 58,700 

232 1 野鳥での発生のみ

232 1 24 1 ,830,000 
56,000 

56,000 疫学関連農場
234.4 

5 350,855 

1 2  1 ,668,700 

くこうCentra l Asia 、ー ヽ Mississippi Americas 
`―J 
—ヽ

CうBlack Sea-Mediterranean (_,Pacific Americas 
ぐ＿うAtlantic Americas 
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図 l ク レ ー ド 2 .3 .4 .4 に 屈す る H5 迫伝子 の 系統地理的解析

ウ イ ル ス 全 ゲ ノ ム 解析 に 基づ く 8 つ の ウ イ ル ス 遺

伝 子 分節 の 組 み 合 わ せ に よ る 遺伝型分類の 結 果，

P A お よ び N S 遺伝子 の 多 形性 に よ っ て ， こ れ ら

の ウ イ ル ス が 5 つ の 追伝子型 に 分類 さ れ る こ と を

明 ら か に し た 2 ) . ま た ， ク レ ー ド 2 .3 .4 .4 に 属 す

る HA 迫伝子の 系統地理的解析 に よ っ て 201 6 - 1 7

年冬期 に は， グ ル ー プ の 異 な る H A 追伝子 を 持つ

H P A I V が ヨ ー ロ ッ パ と 東 ア ジ ア で 別 々 に 流行 し

た 珍 し い シ ー ズ ン で あ っ た こ と を 明 ら か に し た

（ 図 1 ) 2) . す な わ ち ヨ ー ロ ッ パ で は ク レ ー ド

2 .3 .4 .4 の グ ル ー プ B に 属 す る H5N8 亜 型 ウ イ ル

ス が流行 し た 一方で， 韓 国 や 日 本 で は 同 じ ク レ ー

ド 2 .3 .4 .4 で は あ る が グ ル ー プ C に 属 す る H5N6

亜型 ウ イ ル ス が 流行 し て い た

201 7 年 1 1 月 に な り ， 国 内 で環境省 が 例年行 っ

て い る 死亡野鳥調査で， 島 根 県 で 回 収 さ れ た コ ブ

ハ ク チ ョ ウ や キ ン ク ロ ハ ジ ロ ， ユ リ カ モ メ の 死骸

か ら H5N6 亜型 H P A I V が 分離 さ れて い る ． 鳥取
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大 学で行 わ れた遺伝子 解析 によって初 発のコブハ

クチョウから分離 されてウイル ス は，昨年 ヨ ー ロ

ッパで流行 したグル ー プ B に属 するウイル ス と
野鳥 に存在 するHxN6亜型鳥 イン フ ル エン ザ ウイ
ル ス (Hx はH A 亜型 が不明であることを示 す ）

と の遺伝 子 際集合体 であると報告されている叫
さ ら に韓 国 のア ヒ ル か ら 11月 に分離 さ れ た

HPA I V も同様のウイル ス であると報告されてい
る． こ のことは，昨 シー ズ ンヨ ー ロッパで流行 し

たク レー ド 2. 3.4 .4 グル ー プ B の HPA IV が渡 り

鳥 の春 の渡 りに伴 って渡 り鳥 の営巣地 であるシベ

リ ア に運 ば れ，営巣 期間中 にウイル ス が拡散 ，秋
の渡 りでシベ リ アから東 アジア に運 ば れてきたと
考えられる．

また， ヨ ー ロッパ では昨冬 の間 にグル ー プ B

のウイル ス による流 行 が収 まらず，夏 から秋 に
か け てイタ リ ア北 部 で家 禽 で のH5N8 亜 型

HPA I V による広 が っ て お り， 8 月 ， 1 0月 ， 11

月 は二桁 の発生数 （そ れぞれ13 例，2 3 例，16例 ）

を記 録 している． 今後冬 の渡 りで感 受性の渡 り
鳥 が同地域 に侵入 すること によって家禽 から渡
り鳥 への感 染 が起 き， さらに渡 り鳥 の移 動 に伴

って家禽 でのHPA I 発生件数 が増加する危 険性

が憂慮 される．
2 013年以降 中 国 では，アジア型 （ユ ー ラシア型 ）

H5Nx 亜型 HPA I V のみならずH7N9 亜型鳥 イン

フ ル エン ザ ウイル ス が大 きな注 目を浴び ている．
H7N9 亜型 ウイル ス は， 2 013年 4 月 に中 国 で人

への感 染 事 例が報告されて以降 ， 中 国 で冬 期にな
ると人感 染 事 例が増加しており， 2 016-17 年冬
期にはそ れ以前 の発生数 の合計 に匹敵 する数 の感
染 者が記 録 された 2 016/ 17 シー ズ ン の人 での

発生数 の増加は， 中 国 国 内での家禽 での流行 の拡

大 を反 映 していると考え られる． 特 に 2 016年末
には， こ れま で低 病原性 (Low Pathogenicity 

Avian Influenza Virus; LP A IV) であったH7N9
亜型 ウイル ス が家禽 の中 で高 病 原性化 したこと が
報告されている． こ のH7N9 亜型 HPA IV の家禽

での発生は 2 017 年 当 初 は中 国南東 部 に限局 して

いたが，夏 までに北 部黒竜江省 まで拡大 した． こ
のような状況 を受け，今冬 の中 国 におけるH7N9

亜型 HPA IV および LPA IV の家禽 での発生状況 ，

人 への感 染 拡大 が懸念 される．
こ のように 2 1世紀 に入 って鳥 インフ ル エン ザ

の置 かれた環境 は 2 0世紀終盤 のそ れとは明らか
に異 なってきている． 人 への感 染 拡大 ， パンデミ

ックウイル ス 出現 を防 ぐ ため にも家禽 での鳥 イン
フ ル エン ザ の発生監視 ，防疫体制 の強化 がますま
す求め られている．
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